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※地域学校協働活動推進員を推進員としています。

最近、「子ども食堂」や「プレーパーク」と

いう言葉を聞くようになりましたが、家庭でも
学校でもない、子どもの居場所づくりが注目さ
れています。
西野さんのお話をうかがい、子どもの見方や

関わり方を改めて考え、社会教育委員として、
社会教育行政職員として、どんなことができる
かを話し合う機会になりました。

認定NPO法人
フリースペースたまりば
理事長 西野 博之 氏

艮先生には、「生命の安全教育」がは
じまった経緯や、幼児向け性教育の絵本
を通しての正しい理解について、性教育
の土台となる人権教育についてなどをお
話しいただきました。

◇教職員自身が学級懇談
等で、PTA研修プログ
ラムを進行してみる！

役員会
   で！

教員
主体で！

◇役員会でプログラムを
体験！意義を理解する！他の

学年で！

「学校運営協議会と地域学校協働活動の一体的推
進」と言われても、最初はイメージが持てず、
当時の運営協議会会長さんや推進員の飯田さんに

相談しながら、学校運営協議会の委員さん

学校支援も大切な取組だが、地域が学校のお手伝いをするだけで
なく、地域と学校の連携・協働へ一歩踏み出すことで、学校に関わ
る地域の方、そして地域が元気になることがポイントとなる。
地域学校協働活動には、様々な活動がある。

学校

「生命（いのち）の安全教育」が始まった経緯
旭学園を「学校を核とした地域づくり」の
シンボルに！

・学校運営協議会委員の検討、選定
・年６回の学校運営協議会の実施
・学校運営協議会の前に、会長、副会長（推進
員）と事前の打ち合わせ

・地域が参画する郷土学習の提案→施行→実施

ＰＴＡ等指導者人権教育研修会を開催しました。
令和８年７月３日（金）にグリーンヒルズ津山リージョンセンターで、「PTA
等指導者人権教育研修会」を開催し、津山教育事務所管内の学校園の
PTA等から約１００名の参加がありました。ありがとうございました。

「生命（いのち）の安全教育」とは？

生命の尊さを学び、性暴力の根底にある誤った
認識や行動、また、性暴力が及ぼす影響などを正し
く理解した上で、生命を大切にする考えや、自分や
相手、一人一人を尊重する態度を発達段階に応じ
て身に付けることを目指すものです。 

（文部科学省HPより）

おかやままなびとサーチ

講演

おかやままなびとサーチ

「子どもの心を育てる

～子どもの権利条約×非認知能力の育成～」
All HEROｓ

代表 中山 芳一 氏 

〇分かりやすく、とても良い講演でした。特に心に残った
のは、支援者に知ってほしいこととして「人間関係を丁寧
に構築する」というお話でした。人と人として関わる、本
当の意味で相手の話を聴きたいと思いました。ヤングケア
ラーをなくそうとするのではなく、フラットに関わってい
きたいと思いました。ヤングケアラーであっても、そうで
なくても一人一人が話し合ってよりよく生きていけたらい
いなと思いました。ありがとうございました。

家庭や学校でできることとして、
「結果」より「変化」を褒める： テストの点数結果よりも、そこ
に至るまでの気持ちの切り替えや努力の過程を褒めることが重要。
適切な問いかけ：「何があった？（出来事）」「どう思った？」だ
けでなく、「どうしてそうなった？」「次はどうする？」という問
いを投げかけることで、思考を深めさせます。
やってはいけない子育てに注意： 先走りすぎる指示や、過去を蒸
し返し感情的な比較などは子供の主体性を削ぐため意識して避ける。

 非認知能力とは、テストの点数のように「共通の物差し」で測れ

る能力（認知能力）とは異なり、数値化しにくい内面的な力のこと。
「心の力」と言い換えることができます。３つの柱として
☆自分と向き合う力： 感情コントロール、失敗しても立ち直る力
☆自分を高める力： 自ら進んで取り組む意欲や、自信
☆他者と繋がる力： 周囲と協力し、相手を思いやる力

◎「レールに乗せる時代ではない。これからの変
化の波に乗っていけるサーファーに育てよう！」

著書「やってはいけない子育て」
（日本能率協会マネジメントセンター）
ぜひ、読んでみてください。

〇興味深い内容でした。元気がもらえました。子どもの
「心」を大切にしていきたいと思います。他地区のPTA
活動のことも聞けてよかったです。
〇現代の子ども達に合った育て方が何なのかを考える
きっかけづくりになりました。子どもたちや保護者の方
にも、ぜひ聴いてほしい内容だなと感じました。ありが
とうございました。
〇「VUCA（不確実で変化の激しい）時代のサーファーに
なろう」「自分以外の他者の視点をもつ」「働くとは傍
（はた）を楽（らく）にすること」など、子どもたちに
伝えたいと思う言葉がたくさんありました。
〇グループ協議ではとてもいいディスカッションができ
ました。あっという間の時間でした。

参加者からの声

※ 親子のトラブルを避ける合意形成の4ツール
「折衷：歩み寄り」 「説得：納得を促す」
「委任：委ねる」 「試行：条件付きでやってみる」

子どもの権利条約（国際連合1989年採択）
☆4つの権利☆
・命が守られ、健康に育つ
・自分らしく成長し、能力を伸ばしていく
・あらゆる種類の暴力や差別などから守られる
・自分の意見や考えを自由に表現できる
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